
　日本をはじめ欧米諸国においても少子高齢化が言われて久
しいのですが、特に秋田県は全国でもトップクラスの少子高
齢化が続いています。日本のお産の数は減少の一途をたどっ
ていますが、年間１００万件程のお産があります。秋田県で
は特に減少が顕著ですが、年間６，０００件程のお産があり、
大仙市では毎月４０件程の出生届が出されています。誕生す
るお子さんの数が減少し、以前にもましてお産はかかわる
方々や地域にとって、とても大事なイベントとなっています。
当院では平成２６年５月の病院移転とともに、分娩室および
病室が新しくなり、設備も一新されてより機能的で明るくな
りました。
　医学の進歩や医療機関等の努力に伴い、死産等の周産期死
亡率は年々低下してきています。しかし、安全にお産ができ
て当たり前と思われている世の中ですが、お産はどんなこと
が起こるか予測のつかないことも多く、一刻を争う処置を要
す場合や重篤な経過となることもしばしば起こります。また、
もとから病気をかかえている方が妊娠される場合もあり、こ
のような場合は異常な経過をとる可能性が高いハイリスク妊
娠となることがあります。妊婦さんやおなかの赤ちゃんの異
常をみつけてすみやかに対応するのが、お産にかかわるわれ
われ病院スタッフの仕事になります。
　安全なお産に向けて、当院では超緊急帝王切開術の院内マ
ニュアルを作成し、定期的にシミュレーションを実施してお
ります。帝王切開は何らかの理由のために手術でお産を行う
方法ですが、お母さんやおなかの赤ちゃんの状況から一刻も
早く帝王切開をして赤ちゃんを出さなければいけない状況が
発生することがあります。そのような超緊急帝王切開術の行
われる状況は、われわれが異常を認識して診断し、帝王切開

術で赤ちゃんを出すまでのかかった時間がその後の赤ちゃん
とお母さんの運命を決めてしまうことになる非常に厳しい緊
急の状況です。時間の短縮およびスムーズな施行を目指して、
産婦人科医師、助産師、看護師、小児科医師、麻酔科医師、
手術室および検査科スタッフで何度も打ち合わせを繰り返し
て取り決めを作成し、シミュレーションを繰り返しては練り
直すといった作業をいたしました。日中はもとより夜間休日
にもすみやかに対応できるよう、緊急の事態に備えています。
また、お産は生命を脅かすような予期せぬ大量出血や血液の
異常をきたし迅速な対応を迫られることがしばしばありま
す。このような状況にも備えて、産科大量出血のためのシミ
ュレーションも行っております。
　産科を取り巻く状況は近年刻々と変化してきており、われ
われ医療機関側の認識はもとより、情報化社会となった今日
では地域の皆さま方のお産に対する認識も変わってきていま
す。医学の進歩に伴い年々さまざまな取り決めがなされてき
ていますが、スタッフ一同、安全で快適なお産を目指して、
新たな情報を日々勉強することが大事であると考えておりま
す。また地域の開業医の先生方および高次医療施設である秋
田大学医学部附属病院や秋田赤十字病院との連携も非常に重
要であると考えております。地域の皆様方のご理解ご協力ご
支援をよろしくお願いいたします。
　今年は、例年にもまして台風による影響が人々の暮らしを
直撃し、異常気象や自然の厳しさを感じることが多くなって
います。これからの季節、寒さがまして来ます。風邪などを
ひかれませんよう、体調管理にご留意いただきお過ごしくだ
さい。

ご あ い さ つ
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私たちは、安全で質の高い

患者様本位の医療を提供し

信頼される病院を目指します

1. 常に医療の質の向上と安全な医療の推進に努

 め広く医療従事者の育成を行います。

2. 患者様の権利と意思を尊重し、十分な説明と

 同意に基づく医療を提供します。

3. 地域の医療・保健・福祉施設と緊密に連携し

 地域医療の充実に努めます。
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患者様の立場にたった医療を提供するため、以下の権利を尊重します。
　1.　人格を尊重されて、丁寧で思いやりのある医療を受ける権利
　2.　良質で安全な医療を公平に受ける権利
　3.　医療の情報や説明を理解した上で、治療方針を自己決定できる権利
　4.　診療に関する情報などのプライバシーを保護される権利
　5.　セカンドオピニオン（別の医師の意見）を求める権利利

権
の
様
者
患

JA秋田厚生連

大曲厚生医療センター

秋田県大仙市大曲通町８－６５
　ＴＥＬ 0187－63－2111（代表）
　ＦＡＸ 0187－63－5406　　　　

ホームページ
URL http://www.okmc.jp
E-mail info@okmc.jp

大曲厚生
医療センター



Ⅱ大曲厚生医療センターだより

大曲高校による合唱大曲高校による合唱

大曲農業高校による郷土芸能大曲農業高校による郷土芸能

大曲高校による書道パフォーマンス大曲高校による書道パフォーマンス

第１６回第１６回第１６回

▼正面玄関前

病 祭院
　平成２８年１０月１５日（土）「地域が必要とする病
院を目指して」をテーマに病院祭を開催しました。
当日は秋晴れの中、たくさんの地域住民の方々にお
越しいただきました。
　演奏会では、和太鼓（大曲太鼓道場）、合唱（大曲
高校合唱部）、郷土芸能（大曲農業郷土芸能部）、書
道パフォーマンス（大曲高校書道部）が行われ、各団
体とも日頃の練習の成果が存分に発揮された素晴ら
しいステージになりました。また、毎年恒例の企画
からはじめて試みる企画など、たくさんの方々のご
協力により、病院祭を盛り上げることができました。

大曲太鼓道場による演奏大曲太鼓道場による演奏
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▼病院２階

▼子供の遊び場コーナー

▼病院２階
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▼子供の遊び場コーナー

大曲消防署による消防車展示大曲消防署による消防車展示

まるびちゃんとの撮影会まるびちゃんとの撮影会

ババヘラアイスババヘラアイス

ＪＡ秋田おばこ直売協議会による特産物販売ＪＡ秋田おばこ直売協議会による特産物販売

大曲農業高校による農産物等販売大曲農業高校による農産物等販売 チャリティーバザーチャリティーバザー

リハビリ体験コーナーリハビリ体験コーナー

ポップコーンポップコーン
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室長あいさつ１

副院長（外科）

小　野　文　徳

　佐々木順孝副院長が開業なさったことに伴
い、今年度から新しく地域医療連携室の室長
に就任いたしました。同時に大曲仙北医師会

の理事に就任したことで
医師会の先生方とお会い
する機会も増え、当院が
地域の先生方によって支
えられていることを今ま
で以上に痛感しておりま
す。前任の佐々木先生は、
当院に地域医療連携室が
発足した当初からずっと
室長を務められ、地域の
先生方との橋渡し的存在
として精力的に活動され
ておられましたので、そ
の後任として働くことに

大きなプレッシャーを感じております。今年
は内科系の診療などに関して地域の先生方に
ご協力を求めることも多く、これまでよりも
さらに密接に医療連携を
深めていかなければいけ
ない状況です。不慣れな
室長でご迷惑をおかけす
ることもあるかと思いま
すが、今後とも温かいご
対応をお願い致します。

　さて、去る１１月９日に恒例の「れんけいの
つどい」が開催されました。今年も多くの方々
から出席していただき、貴重な交流の場を持
つことができたことを大変嬉しく思っており
ます。講演では、当科の大村科長が手術ビデ
オを供覧し、外科系はもちろん、内科系の先
生方にも当科で行っている手術を身近に感じ
取っていただけたかと思います。患者様が病
院を選ぶ時の理由として、「医師からの紹介」
という要素がかなり大きいと言われます。先
生方や患者様から信頼され、これまで以上に
積極的に紹介していただける病院を目指して
努力していく所存です。また、懇親会では「顔
の見える連携」の一貫として一緒にお酒を酌
み交わしたことで、より親交を深めることが
できたと思っております。改めて、このよう
な会の重要性を認識いたしました。
　当院の地域医療連携室は、私を除いて 4 名
のスタッフが毎日の業務を行っております。
当院への紹介はもちろんのこと、当院に対す
るご要望などがございましたら、遠慮なくご
連絡くださいますようお願い申し上げます。

懇親会風景

大村外科科長講演

大曲仙北医師会
会長　池田芳信先生

仁村副院長　挨拶大曲仙北医師会
副会長　大澤佳之先生

小野地院長　挨拶

Vol

伴
長
会
で

ささてて、去去るる１１１月１月９日９日に恒に恒例例の「の「れんれんけいけいのの
つどい」が開催されました。今年も多くの方々

会場風 景会場風景
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診療部長（整形外科）　後　藤　伸　一

　特に女性は閉経後の５０歳前後からエストロゲンの減少に伴い、急激に骨粗鬆症が進行し
ます。２０１５年７月に骨粗鬆症の予防と治療ガイドラインの改定が行われました。骨粗鬆症
の診断をするためには脆弱性骨折（ぜいじゃくせいこっせつ）の有無と骨密度の測定が必要
です。脆弱性骨折とは最近いわれている「いつのまにか骨折」のことで、通常では骨折を起
こさないような軽微な外傷かあるいは明らかな外傷がないのに起きた骨折のことをいいま
す。また、骨密度を測定する方法で最も推奨されているのが、二重エックス線吸収法
（DXA）です。DXAで腰椎あるいは大腿骨近位部の骨密度を測定します。しかし、残念な
がらDXAは当院を含めた限られた施設にしかありません。そこで最近DXA連携を立ち上げ
ました。近隣の診療所、クリニックから連携を通して当院のDXAを使用することができま
す。検査時間は１０－３０分程度で、被ばく量は腰椎のレントゲン写真と同等かそれ以下で
す。特に５０歳以上の女性の方には利用していただきたいと思います。

【二重エックス線吸収法（DXA）
　　　　　　　　利用の骨粗鬆症診断】

２ 実 績 報 告

　平成２８年度上半期の紹介率・逆
紹介率と紹介患者の予約内訳、検査
件数をまとめました。４月から９月
までの平均紹介率は４５ .２%、平均
逆紹介率は２９.５% でした。紹介患
者のうち予約患者数は２ ,５５９人、
予約外患者数は６４４人でした。紹
介検査総数は１７３件でした。
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金 等間時付受木水火月科　療　診

耳鼻咽喉科

内　　　科
（循環器）

歯科口腔外科

彦昭　口山彦昭　口山 仁睦　木茂仁睦　木茂

三浦　雅人 三浦　雅人三浦　雅人 沖口　将夫

小　児　科

外　　　科

腎臓病外来

矢野珠巨☆神経外来

加賀 一･齊藤雅也

小山　勝幸

小松田　敦
大友　瞳 安藤清香来外病尿糖来外病尿糖来外病尿糖

腎臓病外来

福岡勇樹

－－－

－

－

－

－

－－

－

－

佐々木一哉

－－－

小野地研吾 － 小野地研吾

吉田秀一郎 吉田秀一郎

－ － －

－－

－

－

吉田秀一郎

加藤　結花

呼吸器外科
－

秋田大学秋田大学

－

泌 尿 器 科

整 形 外 科

皮　膚　科

緩和ケア科

古口　昌志 増田　雄史

脳神経外科
柳澤　俊晴

大前　智也

大前　智也

柳澤　俊晴

安倍　　明

柳澤　俊晴

大前　智也

大前　智也

柳澤　俊晴

柳澤　俊晴

大前　智也

鈴木　靖子 鈴木　靖子 鈴木　靖子 鈴木　靖子 鈴木　靖子

角田　直子 角田　直子 角田　直子 角田　直子 角田　直子

後藤　伸一 増田　雄史 後藤　伸一

魚住　弘明

後藤　伸一 魚住　弘明

古口　昌志

魚住　弘明 佐藤　心一 佐藤　心一 洞口　　潔 佐藤　心一

秋田大学

垂石　羊司 垂石　羊司 垂石　羊司 垂石　羊司 垂石　羊司

平川　威夫 山本　博毅 平川　威夫 長尾　大輔 山本　博毅

山本　博毅 長尾　大輔平川　威夫 山本　博毅 長尾　大輔

灘岡　純一 灘岡　純一 神崎　正俊 今村専太郎 今村専太郎

熊澤　光明 神崎　正俊 熊澤　光明 熊澤　光明 神崎・灘岡

加藤　結花 加藤　結花

小野　文徳 大村　範幸 佐瀬　友彦 小村　俊博 田山　穂高

加藤　結花

大村　映子 小山　勝幸 小山　勝幸 大村　映子 大村　映子

五十嵐希世志 深谷　博志 五十嵐希世志 深谷　博志

秋田大学

深谷　博志

沖口　将夫秋田大学沖口　将夫 堀井　　享堀井　　享

中川　　拓

工藤　智司 工藤　智司 工藤　智司

中川　　拓 中川　　拓

内　　　科
（消化器）

内　　　科
（血液・感染症）

隆　　村仁隆　　村仁 仁村　　隆

秋田大学

学大田秋学大田秋

三田亜紀子 三田亜紀子

呼吸器･アレルギー
（秋田大学）

岩手医科大学
（口腔外科）

洞口　　潔

（各週交互の診察）

呼吸器･アレルギー
（秋田大学）

☆心臓外来秋田大学

☆神経内科菅原正伯

（秋田大学）

－－

肝外来 三浦雅人

心臓血管外科

－－ 秋山　博実 実博　山秋実博　山秋

《土・日曜日と祝祭日は全科休診です》

平成２８年１２月１日現在

8:30～11:00
糖尿病外来新患診療
（木）

8:30～11:00

完全予約制
急患は必ず電話
連絡必要
8:30～11:00

8:30～11:00

8:30～11:00
（木）は手術の場合１診

8:30～11:00

8:30～11:00

8:30～11:00
（木）腫瘍内科（秋田大学）

8:30～11:00

8:30～11:00

完全予約制

完全予約制秋田大学 秋田大学 秋田大学－－

☆第１・３（金）予約制
13:30～

☆神経内科完全予約制

8:30～11:00

8:30～11:00

（各週交互の診察）

産婦人科

新患診療（月・水・金）
8:30～11:00

火13:00から予約制
金11:00まで予約制

再来完全予約制

8:30～11:00予約制

☆8:30～11:00予約制

放 射 線 科 －－

－－－－

－ － 9:00～11:00

病棟業務終了次第診察

（婦科）

（産科）

食生活で便秘改善食生活で便秘改善
　皆さん、お通じは順調でしょうか？ 
　便秘は原因により症候性便秘と常習性便秘に大きく２つに分かれて
います。
　症候性便秘はポリープや腸閉塞、がんなどの病気が原因の便秘です。
便秘以外に激しい腹痛や急激な発症は病気の可能性があります。早め
に受診しましょう。
　常習性便秘は、病気が原因ではない、習慣的な便秘です。生活習慣
の乱れやストレスなどの影響で腸の機能が低下して起こるものです。
ホルモンの影響や排便に関わる筋肉量の差から、女性の方が便秘にな
りやすいことがわかっています。
　常習性便秘改善の方法の１つとして、食生活の改善についてご紹介
します。
●１日３食きちんと食べる
　まず、偏食やダイエットによる極端な小食、朝食抜きの習慣があれ
ば改めましょう。便は食べ物から作られるので、食べる量が少ないと
もちろん出にくくなります。３食きちんと食べることが大切です。特
に朝ごはんはとても重要です。腸は、口から胃へ食べ物が入ると収縮
やぜん動を始めます。排便に大きく関係しているぜん動は朝が最も強
く、朝ごはんを食べることで引き起こされます。
●食物繊維

　便秘改善の食事といえば食物繊維。食物繊維には不溶性食物繊維と
水溶性食物繊維があります。玄米や根菜類、葉野菜を大量にとると、
これらの多くは不溶性食物繊維なので、これだけだと便が硬くなって
しまったりお腹の張りが強くなったりします。不溶性食物繊維と水溶
性食物繊維、プラス水分をしっかりとることが適切なとり方です。水
溶性食物繊維は納豆、わかめやもずく、果物、こんにゃくに多く含まれ、
水に溶けてゲル状になるため、便を軟らかくします。
●腸の動きをスムーズにする食品
　腸の動きをスムーズにする食品もとるとよいでしょう。善玉菌を増
やすビフィズス菌やその繁殖を助ける乳糖、オリゴ糖を含んだ食品や
ヨーグルトなどです。オリゴ糖は大豆、玉ねぎ、ゴボウ、牛乳などに
も含まれます。また、ドライフルーツのプルーンやレーズンには水溶
性の食物繊維や腸のぜん動運動を高めるカリウムが多く含まれていま
す。他にも、オリーブオイルに含まれるオレイン酸は小腸で吸収され
にくい性質があり、小腸を刺激して排便を促します。サラダのドレッ
シング代わりに加えたりするとよいと思います。

　たかが便秘、されど便秘。便秘により大腸がんのリスクが高まるこ
とが知られています。排便の習慣をつけ、我慢しないこと。今一度、
食生活を見直してみてはいかがでしょうか。
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